






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































事例番号 大分類 中分類 小分類 入力段階における行為等 博物館活動における具体例または補足 著作権法に当てはめた場合の概念（概要） 関係する権利等 根拠（条文） 備考












か否かの判断が重要となる．被写体が著作物 等の文章等は著作物となり得ると考えるべ 著作物の例示 10条 食器）は著作権法上の保
であるのかを見極めるポイントはあるのだろ きである． 美術工芸品 2条2項 護を受けない，但し，美
うか～ 術工芸品は保護の対象と
なる．
人力02 画像入力 判断基準 許諾 著作物を被写体として写 文化財や歴史資料の多くは著作物であり，こ 文化財，歴史資料の多くは，保護期間が経 複製権 21条
真撮影を行う． れらを撮影する行為は博物館で日常的に行わ 過したものと考えられよう．これらは，自 保護期閲 51条～58条
れる．著作物を被写体として撮影を行う際に， 由に撮影することができる．保護期闘は、 許諾（ライセンス） 63条
解決しておかなければならない著作権法上の 概要，著作者の死亡から50年である．これ
手続きなどはあるのだろうか？ 以外の著作物の撮影は，許諾が必要である．













人力05 画像入力 判断基準 著作物性 デジタル画像が写真の著 デジタル画像は電子的に記録されているた デジタル画像として撮影された写真は，写 写真の著作物 10条1項8号
作物となる判断基準はあ め．それ自体を観察することはできないが，そ 真の著作物である．
るのだろうか？ れでも写真の著作物になり得るのだろうか？








入力06 画像入力 判断基準 著作物性 ネガ写真，ポジ写真にお ネガフィルムに記録されているネガ写真が原著 ネガ写真の段階で写真の著作物は成立して 写真の著作物 10条1項8号
ける原著作物，二次的著 作物，それを印画紙にプリント（焼き付け）した いる．印画紙にプリントされたポジ写真は， 複製 2条1項15条
作物，複製物の判断基準 ポジ写真が二次的著作物．ポジ写真を印刷す 写真の著作物の複製物である．二次的著作 二次的著作物 2条1項1条
はあるのだろうか？ れば複製物．というような解釈は成立するの 物ではない．
だろうか？
入力07 画像入力 判断基準 著作物性 同一のネガ写真から複数 同じネガ写真から複数のポジ写真をプリント 全て複製物である． 複製物 21条 原作品は，著作権法上特











事例番号 大分類 中分類 小分類 入力段階における行為等 博物館活動における具体例または補足 著作権法に当てはめた場合の概念（概要） 関係する権利等 根拠（条文） 備考
入力08 画像入力 判断基準 著作物性 焼き増しをする際に，何 同じネガ写真から焼き増しとしてプリントす このプリント作成に創作性が加わったと評 二次的著作物 2条2項1号
らかの表現的加工を行っ る際に，撮影者とは別の者が表現ヒの加工（覆 価される場合には二次的著作物となる．撮 翻案権 27条










入力10 画像入力 判断基準 データ形式 画像フォーマットの違い， デジタル画像においては，撮影から活用に至 左記はすべて，同一の著作物に対する複製 複製 2条1項15弓・ 著作物は有体物の形に
あるいは変換順序の違い るまでに，種々の画像フォーマットに変換され であって，各画像は複製物である．概念と 二次的著作物 2条1項ll号 なっていない概念である．






入力11 画像人力 判断基準 著作物性 撮影という行為が無くて 数式に基づく演算，あるいはグラフィックアー コンピュータグラフィックアートは，写真の著 写真の著作物 10条1項8号 10条に列挙されている
も，写真の著作物になり トのように人手によって作成したデジタル画 作物ではない．入力形式から絵画の著作物 絵画の著作物 10条1項4号 著作物以外のものであっ





入力12 画像入力 撮影技術 一般撮影 立体物を静止画あるいは 写真は2次元平面であるため，立体的被写体 撮影手法に丁：夫がある点をとらえて、著作 写真の著作物 10条1項8号 写真の著作物性について






入力13 画像人力 撮影技術 一般撮影 平面物を静止画あるいは 例えば，金箔をあしらった屏風資料の写真を 照明方法等の工夫によって著作物として認 創作性 2条1項1号 創作性の有無について














事例番号 大分類 中分類 小分類 入力段階における行為等 博物館活動における具体例または補足 著作権法に当てはめた場合の概念（概要） 関係する権利等 根拠（条文） 備考
入力14 画像入力 撮影技術 応用撮影 撮影方法等の理由で，資 照明方法によって，金屏風の金色が黄色とな 色を変える，材質を変える程度に変更が加 同一性保持権 20条1項 撮影の技術から質感が表
料の光沢や質感が写真と る場合や，漆器がプラスチック容器のような質 えられれば，同一性保持権の侵害になるこ 現できない場合などは，








入力16 画豫人力 撮影技術 自動撮影 自動撮影装置あるいは自 自動撮影装置を製作し，その装置の利用者は 自動撮影装置による撮影は，創作性が認め 創作性 2条1項1号 コンピュータによる完全
律ロボットが静止画ある 単に資料を所定の位置にセットし，撮影ボタン られない場合が多いであろう．人工知能型 コンピュータジェネレ 自律翻訳は，著作行為に
いは動画を自立的に撮影 を押すだけだとしても，撮影ボタンを押した 自律ロボットによる撮影は，創作性があると イテッドワークス 該当しないと考えられて








両者の共同著作物になるのだろうか？ 共同著作物となる場合は考えられよう． 共同著作物 2条1項12号
入力17 画像入力 撮影技術 応用撮影 3Dカメラで静止画あるい 3Dテレビや3D映画の普及に伴って，ステレオ 違いはない．写真の著作物．映画の著作物写真の著作物 10条1項8号





入力18 画像入力 撮影技術 スキャナ入 スキャナでスキャンする． 古文書をスキャンする等、スキャナを用いてデ 著作物に該当しない．スキャニングは複製に 創作性 2条1項1号?
ジタル画像を取得する機会は多い．このよう 該当し，創作性がない． 複製 2条1項15号
にして得られたデジタル画像は，著作物に該
当するのだろうか？
入力19 画像入力 撮影技術 一般撮影 被写体の置き方，照明方 資料担当者の指示の下に撮影者が撮影を行 共同著作物に該当しない．通常．この指示 共同著作物 2条1項12号 担当者が撮影方法につい
法等を指示者が決定し， い，撮影結果の評価は資料担当者が行った場 は撮影という著作行為に該当しないからで て指示をした場合には．
撮影者はその指示通りに 合，その写真は両者の共同著作物に該当する ある， 共同著作行為と評価され
撮影する． のだろうかP る場合が考えられよう．
入力20 画像入力 撮影技術 応用撮影 色彩を有する被写体を 白黒フィルムは銀粒子による像形成を行って 同一性保持権侵害が問題となることはない． 同一性保持権 20条1項
















事例番号 大分類 中分類 小分類 入力段階における行為等 博物館活動における具体例または補足 著作権法に当てはめた場合の概念（概要） 関係する権利等 根拠（条文） 備考
入力21 1由i像人力 撮影技術 遠隔撮影 撮影方向やズーミングな 医療分野では遠隔医療や在宅医療として． 著作物が成立するとして著作権法を適用す 国際保護条約 ベルヌ条約 それぞれの国が日本人の
どをウェブを通して操作 ウェブカメラ画像によって医師が診断する試 るならば撮影の行為を行ったと評価できる 内国民待遇 著作物を保護するか否か
できるウェブカメラを用 みがある．文化財分析に対しても応用可能で 操作を行った地，日本の著作権法が適用に 条約による保護 6条3号 は，当該国が日本人の著
いて，静止画あるいは動 あり，海外等の遠隔地に存在する資料を現地 なるということができる．設置した国とデー 作物を保護するという国






入力22 画像入力 撮影技術 遠隔撮影 Wi－Fi（無線LAN）機能付 デジタルカメラ内部の記録メディアに保存する特定のカメラから，インターネット等を介し 公衆送信 2条1項7号の2
きデジタルカメラで撮影 のみならず、撮影直後に自動的にサーバに画 て当該カメラと1対1の関係に立つ者から， 自動公衆送信 2条1項9号の4
し，画像データを自動的 像データをアップロードすることが可能となっ または特定の他者の複製装置にデータを送 自動公衆送信装置 2条1項9号の5イ















入力24 画像入力 撮影技術 応用撮影 意図的か否かによらず， フィルムやデジタルカメラが備えるセンサには， 同一性保持権に抵触しない． 同一性保持権 20条1項


















事例番号 大分類 中分類 小分類 入力段階における行為等 博物館活動における具体例または補足 著作権法に当てはめた場合の概念（概要） 関係する権利等 根拠（条文） 備考
人力26 博物館情 判断基準 一般撮影 屋外に建立されている寺 一般的な写真のみならず．建築様式の研究等 著作権法上は全く問題ない．建築の著作物 建築の著作物 10条1項5号
報入力 社仏閣を静止画あるいは を目的とした研究素材としても寺社仏閣等の は屋外に設けられ衆人が鑑賞しうることか 権利制限規定 46条
動画として撮影する． 写真が必要となる事があるが，これらの建築 ら特別な権利制限規定が設けられている．
物を自由に撮影しても良いのだろうかP
入力27 博物館情 判断基準 一般撮影 屋内に安置されている仏 屋内に配置されている文化財や歴史資料の写 美術の著作物でその原作品が公園等その他 美術の著作物 10条1項4号 この権利制限規定の適用
報入力 像等を静止画あるいは動 真撮影も行われるが，設置場所が屋内か屋外 一般公衆に開放されている屋外に設置され 原作品 46条 を受ける美術の著作物








入力28 博物館情 判断基準 一般撮影 建物，看板，商標，ロゴ、 町並み等の風景を写真として記録しておくこ 【町並みの商標・ロゴについて】 商標 商標法 キャラクターの資料保管
報入力 キャラクター，人物を含む とは，歴史や民俗の分野における研究として 商標・ロゴは通常著作物ではなく，商標法， ロゴ 不正競争防止法 について、左の解説では
町並み風景を撮影する， 重要である．しかし．景観の一部として商標 不正競争防止法上の保護を受ける．商品等 実情に反するように思わ
あるいはキャラクター やロゴ，人物等が写り込むことは避けられな にこれらが使用される場合には問題になり れる．博物館資料保存目
グッズ等を資料として撮 い，撮影に際して，何らかの許諾が必要にな うることがあるが，博物館の資料保存・研究 的のための権利制限規定
影する． るのだろうか？　風景写真に限らず，近現代 の目的のために写真に取り入れることは， の立法が求められる（参
資料としてキャラクターグッズ等を撮影する場 これらの法律の枠外と考えてよい． 考：国立国会図書館の資
合があるが，このような資料を撮影する際に 【町並みの肖像について】 肖像権 料保存には特別規定があ
















入力29 博物館情 情報人力 形状計測 資料に対する形状や色彩 文化財分析として、形状や色彩の計測を行う 計測データは著作物ではない． 博物館資料保存目的の写










事例番号 大分類 中分類 小分類 入力段階における行為等 博物館活動における具体例または補足 著作権法に当てはめた場合の概念（概要） 関係する権利等 根拠（条文） 備考













人力32 博物館情 情報入力 一般撮影 展示室内の様子や講演会 来館者が展示室内を静止画あるいは動画とし 権利関係をすべて解決しておかなければ， この処理は事実上不可能









入力33 博物館情 判断基準 著作活動 業務として，著作物を創 博物館職員が業務として静止画あるいは動画 業務上の範囲でかつ博物館内で行う場合に 職務著作 15条

















事例番号 大分類 中分類 小分類 処理段階における行為等 博物館活動における具体例または補足 著作権法に当てはめた場合の概念（概要） 関係する権利等 根拠（条文） 備考
処理01 画像処理 判断基準 著作物性 デジタル画像における原 撮影結果をRAW画像フォーマットで保存し，撮影が写真等の著作物の創作に該当する場 写真の著作物 10条1項8号
著作物はどれかを判断 ソフトウェア処理によりTIFF画像（可逆圧縮）合，データ保存の仕方にかかわらず，写真が 原著作物 28条






処理02 画像処理 画像編集 画素数変 静止画あるいは動画を縮 近年のデジタルカメラは多画素化しているた 複製の許諾，翻案の許諾が求められる場合 複製 2条1項15号




処理03 画像処理 画像編集 画素数変 静止画あるいは動画を拡 画像の縮小やトリミング処理は，既存データを 拡大処理の結果が原著作物と異なると評価 翻案 27条











処理04 画像処理 画像編集 逐次処理 画像処理は実行するが， デジタルコンテンツあるいは動的ウェブページ 画像データを格納する段階で複製の許諾が 複製 2条1項15号
画面に表示するのみで画 では，高精細画像をそのまま表示せずに，ズー 必要になるのは当然である． 許諾 63条
像データとしては保存は ム表示機能を装備させることで，画像の拡大， ズーム機能等による画像出力は，複製の問 翻案 27条
しない． 縮小，スクロール等を実現できるがこのよう 題ではなく．むしろ翻案，改変として考察 改変 20条1項
な場合でも，複製の許諾は必要なのだろうか？ されなければならない．
処理05 画像処理 画像編集 次元変換 カラー画像を白黒画像に 図録や論文掲載時に白黒印刷を用いるため， 複製の許諾は当然に必要である． 複製 2条1項15号
変換する， 予め自黒印刷に適した画像をカラー画像から この複製の許諾を得るときに、白黒印刷の 複製権 21条
画像処理によって作製することがあるが，当 許諾も得ておくことによって，翻案の許諾， 翻案 27条
該カラー画像が著作物であれば複製と改変の 改変の同意を得たと考えられる． 許諾 63条
許諾が必要になるのだろうか？ 改変 20条1項
処理06 画像処理 画像編集 次元変換 白黒画像を着色してカ プリントされた写真に直接色材を塗布したり， カラー画像化は，翻案．二次的著作物の創作 翻案 27条
ラー画像に変換する． デジタル画像にレタッチを施すことで．白黒 に該当する． 二次的著作物 2条1項1号


















事例番号 大分類 中分類 小分類 処理段階における行為等 博物館活動における具体例または補足 著作権法に当てはめた場合の概念（概要） 関係する権利等 根拠（条文） 備考
処理07 画像処理 画像編集 部分処理 画像に写っている物体 商品のロゴなどを隠蔽するために，画像の一部 同一性保持権の問題として考えるべきであ 阿一性保持権 20条1項









処理09 画像処理 画像編集 部分処理 被写体の部を除去する． 風景写真に写り込んだ電信柱等をレタッチソ 写真の著作物の改変として考えるべきで， 写真の著作物 10条1項8号
フトを用いて除去する等を行った場合，どの 撮影者の同意を得ておくことが望ましい， 改変 20条1項
ような著作権に抵触するのだろうか？
処理10 画像処理 画像編集 画素数変 複数の画像を合成して1 風景のパノラマ写真や，屏風資料等の大型資 かかる合成処理を行う複製の許諾を得てお 複製 2条1項15号






処理11 画像処理 画像編集 著作物性 動画の中から1コマを取 近年の動画カメラは高精細化しているため，動 映画の改変には該当しないが，このような 映画の著作物 10条1項7号




処理12 画像処理 画像編集 動画処理 複数の静止画を統合して 植物の成長記録を撮影する場合など，所定の 個々の静止画には翻案や改変がない場合に 翻案 27条
動画を作製する． 時間間隔で静止画を連続撮影し，その撮影 は，新たな動画の著作物を創作したことに 改変 20条1項
データを繋ぎ合わせることで動画を作製する なる．映画の著作物としての保護を受ける． 映画の著作物 10条1項7号






処理13 画像処理 画像補正 形状補正 原画像に対して，数学的 建物を見・ヒげるように撮影すると，屋上に行 写真を補正して写真とすることは，同一性 写真の著作物 10条1項8号
アルゴリズムを適用して くに従って細く写ってしまうが，これを数学 保持権の侵害となる．しかし，この写真か 建物の著作物 10条1項5号











事例番号 大分類 中分類 小分類 処理段階における行為等 博物館活動における具体例または補足 著作権法に当てはめた場合の概念（概要） 関係する権利等 根拠（条文） 備考
処理14 画像処理 画像補正 形状補正 原画像に対して，レタッチ スキャナで読み込む際に画像に埃が付着する スキャナで読み込むことについて許諾があ 複製 2条1項15号
ソフトを使ってオペレータ ことがあるが，この埃をデータ上から消し去 れば，埃の処理は，複製，改変の問題には 改変 20条1項
が手動で写されている物 るための画像処理であっても，複製と改変に ならない．
の状況を変更する． 対する許諾が必要なのだろうか？





処理16 画像処理 CG 著作物性 PC（Personal　Computer）画面上に表示されたCGは，静止画なら写真静止画のCGは絵画の著作物に該当する． 写真の著作物 10条1項8号 10条1項に示されている
画面にCG（Computerの著作物，動画なら映画の著作物となるのだ 動画のCGは映画の著作物に該当する場合映画の著作物 10条1項7号 著作物は例示であるか
Graphics）を表示する．ろうか？ がある． コンピュータージェネ ら，これらに該当しない
（一般論） レイテッドワークス 場合であっても著作物と
して保護される．
処理17 画像処理 CG 著作物性 コンピュータプログラム コンピュータプログラムで作成したCGは，その プログラムはプログラムの著作物として保護 プログラムの著作物 10条1項9号
で作成されたCGを表示プログラムが原著作物で．CGが二次的著作物 される．原著作物，二次的著作物の関係に 絵画の著作物 10条1項4号
する． となるのだろうか？ 立つのではなく，CGは絵画の著作物として 二次的著作物 2条1項11号
独立して保護の対象となる．
処理18 画像処理 CG テクスチャ テクスチャマッピング技術 円筒や立方体の各面に画像データを割り当て 表示それ自体は，複製に該当せず上映に該 上映 2条1項17号
を用いて，資料画像を表 て表示する手法は，テクスチャマッピングと呼 当する．上映に関する許諾を要する，表示 上映権 22条の2
示する． ばれ，テクスチャにはCGや実写画像が用いら 前にデータを入力．格納しておくことは複 複製 2条1項15号
れる．実写画像をテクスチャとして用いる場合 製に該当する．この前処理についても複製 複製権 21条






処理19 画像処理 CG 逐次処理 CGをデータとして保存CGを静止画あるいは動画として保存すること はじめの静止画．動画が著作物として存在 上映 2条1項17号
することなく．逐次計算す なく，表示すべきタイミングで逐次計算して表 しているならば，上映の問題になる．複製 複製 2条1項15号
ることで画面に表示する． 示するとすれば，複製権の処理は不要なのだ に該当しない．




処理20 画像処理 CG 形状計測 実測された形状データに 埴輪の3次元形状を詳細に測定するだけでな 著作物にならない．科学技術的に正確なデー 創作性 2条1項1号
基づいてCGを作製する． く，色彩情報を分光反射率として測定すると， タを取得することは，創作行為ではない． 原著作物













事θ播号 大分類 中分類 小分類 処理段階における行為等 博物館活動における具体例または補足 著作権法に当てはめた場合の概念（概要） 関係する権利等 根拠（条文） 構
処理21 画像処理 CG 形状計測 形状推定技術を用いて推 ステレオ写真などの技術を用いることで，被写 誤差の修正程度（一般人をして目で見て同 創作性 2条1項1号
定された被写体の形状 体の3次元形状を数学的アルゴリズムに基づ じと受け止められる程度）では，どちらを使 二次的著作物 2条1項11号





処理22 画像処理 CG 操作性 インタラクティブ性のある CG表示ソフトを用いることで観察方向，照明 無断で行えば改変，同一性保持権の問題に 改変










処理24 画像処理 画像変換 シミュレー 分光反射率を推定して， 例えば，著作物である絵画を所定の撮影条件 当該絵画が置かれている通常の表示方法 同一性保持権 20条1項














処理25 画像処理 情報処理 データ圧 データ圧縮方式である PCやUSBメモリ等の記憶領域を有効活用す複製に該当し，改変には該当しない． 複製 2条1項15号












事例番号 大分類 中分類 小分類 処理段階における行為等 博物館活動における具体例または補足 著作権法に当てはめた場合の概念（概要） 関係する権利等 根拠（条文） 備考















































































た，完成したジオラマを撮影し，展示ガイドや ジオラマを展示すること自体には上の許諾で 展示権 25条
ホームページで利用するためには，どのような 足りる．その他のメディアに乗せる場合には 自動公衆送信 2条1項9号の4
権利処理が必要になるだろうか？ それぞれの複製の許諾が求められ，HPに乗
せるには自動公衆送信の許諾が求められる．



















事例番号 大分類 中分類 小分類 処理段階における行為等 博物館活動における具体例または補足 著作権法に当てはめた場合の概念（概要） 関係する権利等 根拠（条文） 備考
処理33 博物館情 権利処理 模型 建築模型を製作する．（対 寺社仏閣に限らず，民家等の建築模型を作製 実物建物は二次的著作物ではなく，複製物 建築の著作物の複製 2条1項15号ロ 建築の著作物は，屋外に
報処理 象とする建物の設計図面 する際に，実物建物の設計図面が残っている である， 46条 恒常的に設置されている





処理34 博物館情 権利処理 模型 建築模型を製作する．（対 寺社仏閣に限らず，民家等の建築模型を作製 建築図面は図面の著作物として固有の保護 図面の著作物 10条1項6号報処理 象とする建物の設計図面 する際に，実物建物の設計図面が存在しない を受ける．ただし，この図面には概念的な 建築の著作物 10条1項5号
が存在しない場合） 場合には，対象とする実物建物の観察や測量 建築の著作物たる意匠が示されていること 複製 2条1項15号ロ
に基づいて，設計図面を作成することがあり にもなるので，建築の著作物の複製物に該 （反対解釈）
得る．この場合，実物建物が原著作物，実物 当することにもなる．
建物から作製された建築図面が複製物，その 建築模型は，図面に示されたとおりに（縮尺 模型の著作物 10条1項6号
図面に基づいて作製された建築模型は図面の は別）作られていれば複製物になる．
複製，というような解釈となるのだろうかP これらの過程で創作が加われば二次的著作 二次的著作物 2条1項ll号
また，この過程で，何らかの新たな著作は発 物の創作と評価されることはありうる．
生しないのだろうか？






処理36 博物館情 画像変換 アノテー 静IL画あるいは動画に， 博物館展示においては，資料写真をそのまま これらの挿入は通常やむを得ない改変とし やむを得ない改変 20条2項4号報処理 ション 解説文章やテロップを挿 展示するだけでなく，来館者に注目して欲し て許容される．






処理37 博物館情 画像変換 アノテー 静止画あるいは動画に， デジタルコンテンツなどでは，画像データと解 新たに複製の処理をする必要はない．重 複製 2条1項15号報処理 ション 解説文章やテロップを挿 説データを別々に保持し，表示ソフトウェアを 畳表示によって画像データが隠れる場合に 改変 20条1項















































































処理42 博物館情 権利処理 図書 博物館の図書室．図書 図書館法で規定されない大学や博物館付属の 図書館としての複製はできないことにな 図書館等における複 31条








































事例番号 大分類 中分類 小分類 処理段階における行為等 博物館活動における具体例または補足 著作権法に当てはめた場合の概念（概要） 関係する権利等 根拠（条文） 備考
























処理46 博物館情 権利処理 禁止事項 来館者による展示室内で 来館者による展示室内での撮影を博物館が禁 撮影を禁ILすることができる．これは著作
































































事例番号 大分類 中分類 小分類 出力段階における行為等 博物館活動における具体例または補足 著作権法に当てはめた場合の概念（概要） 関係する権利等 根拠（条文） 備考
出力Ol 画像出力 表示 全般 PC内に保存された静止収蔵資料を撮影したデジタル画像をPC画面 当該収蔵資料が他人の諸作物である場合， 上映 2条1項17条
画や動画を．そのPC画面 に表示する，あるいはプリンタでプリントする PC画面に表示し，これを公衆に提示するに 上映権 22条の2
上に表示する，あるいは ことは日常的に行われるが，これらを実行す は上映権の処理が必要である． 複製 2条1項15号
プリンタでプリントする． るために必要な権利処理（許諾）は何があるだ 複製権 21条
ろうか？












出力04 画像出力 配信 インター インターネットを介して， リモートデスクトップ機能を使って，インター 職場のPCに格納する段階で複製の許諾等複製 2条1項15号
ネット 画面共有（リモートデスク ネット経由で職場PC内に保存されている画像 の複製権の権利処理がなされていなければ 複製権 21条
トップなど）を行う． を．外出先のPC画面上に表示するときには， ならないのは当然である．この処理がなさ 許諾 63条







出力05 画像出力 配信 インター インターネットを用いて， 対象とする静止画や動画について，自館が著 自館のみの判断でできる． 自動公衆送信 2条1項 いうまでもないことであ
ネット 館蔵資料の静止画や動画 作権を有するのであれば．自館の判断のみで 公衆送信権 23条 るが，著作物を保有して





出力06 画像出力 配信 インター 他のサイトで配信されて 他のサイトで配信されている静止画や動画を 直接展示用PCにつなげて表示する行為は． 上映 2条1項1号
ネット いる静止画や動画を展示 ダウンロードせずに、常にインターネットに接続 上映ではなく公衆送信に該当する． 公衆送信 2条1項7号の2









事例番号 大分類 中分類 小分類 出力段階における行為等 博物館活動における具体例または補足 著作権法に当てはめた場合の概念（概要） 関係する権利等 根拠（条文） 備考





出力08 画像出力 表示 改変 刊行物あるいはホームペー 図録あるいはホームページに掲載されている 色の一致は同一性保持権が求める保護とい 同一性保持権 20条1項
ジに掲載されている資料 著作物の色が，原著作物の色と一致していな うことができる．
（著作物）の色が不正確 い場合，原著作物に対する同・・性保持権の抵 技術的にやむを得ないと考えられる範囲で やむを得ない改変 20条2項4号
触にはならないだろうか？ あれば許容される．




出力10 画像出力 表示 表示効果 表示効果を付して画像を 画像表示ソフトなどを用いて，画像のズーム表 画像自体が他人の著作物であるならば．翻 翻案 27条
表示する． 示，回転表示．フェードイン・アウト等の表示効 案の許諾が求められる．同時に，同一性保持 同一性保持権 20条1項
果を付与した上で画像を表示する際には，ど 権不行使の同意を取り付けることをする． 複製 2条1項15号








出力12 博物館情 展示 全般 著作物等を展示に利用 著作物の現品，二次的著作物，複製物，復元 原著作物の著作者の許諾を要し，二次的著 原著作物 28条
報出力 する． 模型（ジオラマ）を展示に利用する場合必要と 作物の著作者の許諾を要する． 二次的著作物 2条1項11号
なる権利に相違はあるのだろうか？ 許諾 63条
出力13 博物館情 展示 全般 展示自体の著作物性につ 歴史像を可視化することを目的として，ストー この展示自体を1つの著作物として著作権 編集著作物 12条
報出力 いて． リ構成，展示資料，解説文章，ポスター等を選 による保護を求めることが考えられる．こ 図面の著作物 10条1項6号





出力14 博物館情 表示 デジタルコ デジタルコンテンツの著作 デジタル画像やテキストデータを組み合わせ 著作物たりうる． 絵画の著作物 10条1項4号













































出力17 博物館情 展示 展示効果 プロジェクションマッピ プロジェクタによる映像信号を実物物体に重 この重畳表示自体を著作物として保護する 映画の著作物 10条1項7号








出力18 博物館情 配信 全般 「公衆送信」における「公 公衆送信権の処理が必要となる場合に，「公 公衆とは，特定かつ多数の者を含むものと 公衆 2条5項







出力19 博物館情 配信 全般 公衆送信，送信可能化権 今日のPCにはファイル共有機能が内蔵されて サーバに他人の著作物や著作隣接権の対象 送信可能化 2条1項9号の5
報出力 の定義について． おり，その機能をオンにするだけで公衆送信 物（例えば放送コンテンツ）を入れておいて、 公衆送信権 23条




出力20 博物館情 配信 講演会 講演会等をネット配信す 博物館が企画した講演会をネット配信したい 講演者は，講演（言語の著作物）について公 公衆送信権 23条













事例番号 大分類 中分類 小分類 出力段階における行為等 博物館活動における具体例または補足 著作権法に当てはめた場合の概念（概要） 関係する権利等 根拠（条文） 備考
出力21 博物館情 講演 講演会 聴講者との質疑応答を含 講演会等のネット配信において，聴講者の発言 そのとおりである． 公衆送信権 23条 事前の許諾は，会場入り




出力22 博物館情 配信 刊行物 刊行物をネット配信に 既公表の論文あるいは図録等の刊行物を，イ サーバに蓄積することについて，複製と送 複製 2条1項15号 許諾にあたって，左記の報出力 よって再利用する． ンターネットで配信する際には，どのような権 信可能化の許諾が，送信については自動公 送信可能化 2条1項9号の5 それぞれの権利を示す必





出力23 博物館情 配信 全般 来館者が展示を撮影する． 来館者が展示室内を撮影して，自分のホーム 違法になる．館内の著作物の著作権（公衆送 公衆送信権 23条
報出力 ページで公開するのは適法か？ 信権）を侵害することになるからである．
出力24 博物館情 表示 動画処理 スライドショーを上映す デジタル画像を表示するデジタルフォトフレー 画面が動画になっていれば映画の著作物に 映画の著作物 10条1項7号報出力 る，あるいは作製する． ムや，PC画面の焼き付き防止を本来の目的と 該当する．















出力26 博物館情 講演 講演会 楽曲を展示等に利用する． 展示室で楽曲を資料として利用する，展示室 楽曲の演奏，複製に該当するので，これら 演奏 2条1項3号 通常レコード会社が演奏報出力 のBGMとして利用する，講演会で引用する， の許諾が求められる． 実演家 2条1項4号 家の著作者隣接権の処理
デジタルコンテンツの効果音として使用する， 保護期間が終了した音楽の著作物を利用す レコード製作者 2条1項6号 ができるよう対処がなさ
音楽データベースで利用する，等の場合，著作 る場合に許諾が必要ないことは当然であ 複製 2条1項15号 れている．








事例番号 大分類 中分類 小分類 保存・活用段階における行為等 博物館活動における具体例または補足 著作権法に当てはめた場合の概念（概要） 関係する権利等
根拠（条文） 備考
保活01 画像保存・ 権利関係 保存媒体 静止画や動画等に代表さ デジタル記録媒体に保存されている静止画あ 複製権の処理が必要になる． 複製 2条1項15号
活用 れる著作物を．長期間に るいは動画等を，ローカルディスクに保存する， ネット送信の利用については，公衆送信権の 複製権 21条





保活02 画像保存・ 権利関係 利用制限 著作権において，権利の 著作権を有する者が．全くの個人的理由で かかる事例（判例）はない， 権利の濫用 民法1条3項
活用 濫用は生じ得るのだろ 公共性のある利用に対して許諾を認めないな 個人的理由でも許諾を認めないことは著作
うか？ ど．権利の濫用と認められた事案はあるのだろ 権者の自由である．




保活03 画像保存・ 活用 メタデータ 静止画あるいは動画に付 大量の画像データを保存できる環境が整った メタデータ自体が著作権法上の著作物にな データベース 2条1項10号の3










保活05 画像保存・ 活用 メタデータ 詳細なメタデータを著作 静止画あるいは動画に付与されているメタ メタデータ自体が著作物になることはない． 編集著作物 12条





保活06 画像保存・ 保存 リモート 静止画や動画を保存する， 静止画や動画を，PCのローカルディスク（内部 いずれも複製権の処理が必要になる． 複製 2条1項15号














事例番号 大分類 中分類 小分類 保存・活用段階における行為等 博物館活動における具体例または補足 著作権法に当てはめた場合の概念（概要） 関係する権利等 根拠（条文） 備考
保活08 画像保存・ 保存 リモート サーバが国外に設置され インターネットに接続されていれば，原則，国境 完ぺきに権利処理をするには，両国の著作 ベルヌ条約 問題になるとすれば，著
活用 ている，あるいはサーバ という概念無くデータを共有できるが、著作 権法を調査して，両方の権利侵害が生じな 作物ごとの保護期間であ






保活09 画像保存・ 保存 マイグレー データベースの世代交代 ハードウェアだけでなく，ソフトウェアが更新さ 外部のデータベースを利用する場合，利用に データベース 2条1項10．号の3
活用 ション のため，新しいデータベー れること等の理由により．データベースソフト 関するライセンス契約が締結される．データ データベースの著作 12条の2
スソフトに従前のデータ の世代交代が必要になる事がある．その場合， ベースの移植等についてこれに規定されて
?






保活10 画像保存・ 保存 マイグレー マスターデータからデータ データベースを作製する際には，登録すべき マスターデータが完成した段階ですでに データベースの著作 12条の2 左の具体例ですべての作
活用 ション ベースを作製すると，同 データをテキストデータとして一覧表形式にま データベースの著作物は完成していること
?
業を館が行っている場合







保活11 画像保存・ 改変 データベー データベースのメンテナン データベースに登録されているデータの内容 データベースの翻案，改変の問題になる可能 データベースの著作 12条の2
活用 ス スを行う，あるいはデータ を書き換える，データを追加あるいは削除する． 性がある．
?
ベースを統合して新たな 複数のデータベースを統合して新たなデータ データベース利用ライセンス契約では，データ 翻案 27条
データベースを作成する． ベースとする，等のメンテナンス作業を行うに ベースの統合などは禁止されていることが 改変 20条1項
は，どのような権利処理が必要なのだろうか？ 多い．
保活12 画像保存・ 活用 データベー 複数データベース間での 例えば，資料データベースと画像データベース データベースの検索機能が変わることにな 同上 同上






保活13 画像保存’ 改変 データベー データベースを複製ある データベースは，データベースソフト，登録デー 制御プログラムがデータベースソフトと完全 データベースの著作物 12条の2
活用 ス いは改変するというの タ，制御プログラムで成り立っている、制御プ に切り離されていて，前者を館が作製した コンピュータプログラ 10条1項9号











事例番号 大分類 中分類 小分類 保存・活用段階における行為等 博物館活動における具体例または補足
著作権法に当てはめた場合の概念（概要） 関係する権利等 根拠（条文） 備考
保活14 画像保存・ 改変 データ変換 コンピュータでデジタル インターネットを経由してデータを送受信する パケット変換は，同一性保持権の問題になら 複製権 21条
活用 データを利用のために必 際には，パケットと呼ばれるデータ形式に変換 ない，データ形式を変換しても著作物それ 同一性保持権 20条1項
要となるデータ変換を行 される．著作物をコンピュータで取り扱うため 自体の変換は生じていないからである，ま 電子計算機における 47条の8
う（コンピュータが利用者 には，このような変換が必須となるが，この た，複製権の制限規定があって，この場合 著作物の利用に伴う
の意志に関わらずに実行 ような状況においても複製権処理だけでなく の複製は複製権の侵害にならないことが明 複製
してしまう）． 同一性保持権抵触への対処も必要となるのだ 記されている．
ろうか？
保活15 画像保存・ 活用 上映 テレビ放送を録画して，展 テレビ放送を録画して，展示や講演会で上映 放送には，2つの権利が関わることになる， 放送 2条1項8号
活用 示室や講演会で上映する． する場合、どのような権利処理が必要なのだ 1つは放送される番組コンテンッの①著作 放送事業者の著作隣 98条～100条
ろうか？　またこの権利処理は，映画の場合 権であり，他はオンエアーされた放送データ 接権










保活16 画像保存・ アクセスコ 暗号 デジタルテレビ放送のコ テレビのデジタル放送では．コピーの回数制限 複製権者から複製の許諾が求められる．複 同上 同上





保活17 画像保存・ アクセスコ 暗号 画像データを暗号化す 著作物が電子データとして保存されている場 同一性保持権に抵触することはない． 同一性保持権 20条1項
活用 ントロール る，または画像データに 合，その電子データに対する暗号化処理は．同 利用形態によりそれぞれの利用（例えば複 許諾 63条
パスワード等を設定する 一性保持権に抵触するのだろうか？　また，設 製　公衆送信等）につき許諾が必要である．
ことで，利用制限を設定 定されたパスワードを無効化するには，どのよ 業として技術的保護手段を解除するなどの 技術的保護手段 2条1項20号
する． うな許諾を得ておく必要があるのだろうか？ 行為は．罰則が科されることとなる． 技術的保護手段解除 120条の2
等に関する罰則
保活18 画像保存・ アクセスコ パスワード パスワードロックされてい あらゆる情報がPCに保存されるようになる 勿論権利者からの許諾が必要になる．た 同上 同上






保活19 画像保存・ アクセスコ 暗号 「暗号」の著作権法におけ パスワードを付与する，DVDのリージョンコ 技ー術的保護手段として規定されている． 同上 同上































































































































































事例番号 大分類 中分類 小分類
保存・活用段階
における行為等 博物館活動における具体例または補足
































































保活32 博物館情 保存 寄贈 寄贈を受けた著作物を活 対価を支払うことなく著作権の寄贈を受けた 違いはない， 同ヒ 同ヒ
報保存・活 用する． 著作物を活用する場合には，購入の場合と違? いはあるのだろうか？
保活33 博物館情 製作 外注 明確な契約なしに外注に 発注時において，明確な契約を取り交わさず 原則的に著作権は発注者に移転しない．移 著作権の譲渡 61条1項
報保存・活 より撮影された写真を活 に外注し，対価を支払って撮影した写真の著 転はその合意を立証しなければならないか? 用する． 作権は、どのように対処すべきだろうか？ らである，対価等の諸事情が移転を含むと
解釈される場合はあるものの，このような
解釈が求められる状況にすべきではない．
保活34 博物館情 活用 展示 展示解説パネルなどを譲 企画展示等で作製した展示解説パネル．解説 パネルに含まれる館以外の者の著作にかか 著作権者 17条．61条
報保存・活 渡する． 文章を関連博物館，あるいは完全なる第三者 る著作物．肖像が含まれている場合．これら 肖像権者? に有償または無償で譲渡する際に注意すべき に関する権利者から他の館等における利用
事はあるだろうか？ まで含んで館が許諾を得ているかをチェッ
クすべきである．
保活35 博物館情 活用 展示 ポスター等を再利用する． 自館，あるいは他館の展示会ポスターを、ウェ 通常、館・館間ではかかるポスターの活用は 同一性保持権 20条1項

























事例番号 大分類 中分類 小分類 保存・活用段階における行為等 博物館活動における具体例または補足 著作権法に当てはめた場合の概念（概要） 関係する権利等 根拠（条文） 備考
保活37 博物館情 活用 展示 スマートフォンを解説端末 来館者が所持しているスマートフォンやタブ 展示解説・写真について公衆送信権の処理 公衆送信 2条1項7号の2






保活38 博物館情 活用 著作権 コピーライトを表示する． 画像データ等に対する著作権の：ヒ張として， 人れる必要はない，著作者がその権利を表 著作者名の表示 14条 著作権法，ベルヌ条約に






保活39 博物館情 活用 著作権 撮影を外注し．デジタル フィルムによる写真撮影を外注し，納品された 複製，自動公衆送信の許諾を得ておく必要 複製 2条1項15号 あえて分析すると，各権
報保存・活 化は博物館が行う． フィルムを博物館でデジタル化して活用する場 がある． 複製権 21条 利者からの許諾が求めら?
合，出版やホームページ，その他の目的で活用 フィルムによる写真をデジタル化することは 出版 79条 れるということになる
する際に，どのような権利処理が必要となる 複製であり（翻案ではない｝，これを出版に 送信可能化 2条1項9号の5 が，受託業者からフィル
のだろうか？ 利用することも複製である．複製権者から 自動公衆送信 2条1項9号の4 ムを納品してもらう段階













保活40 博物館情 活用 著作権 保護期間が終fしている あらゆる著作物に関して，保護期間が終了し 自由に利用できる．但し，著作者が生きて 保護期間 51条～58条
報保存・活 著作物を利用する． ているならば，rl由に利用できるのだろうか？ いたとするならばその人格権を侵害するよ 死者の人格的利益の 60条，Il6条?
うな利用のfl：方ができないことはいうまで 保護
もない，
保活41 博物館情 活用 著作権 自館の保有する著作権 博物館が資料として所蔵している著作物ある 著作権の帰属を明確にする情報を確保し， 博物館共同利用ルール
報保存・活 を有効活用するポイント いは著作権を有している著作物，さらには博 著作者から人格権の権利行使をしないとい は，外部の著作者等の権?
とは？ 物館自らが創作した著作物を，自館のみなら う不行使特約を得てこの情報を確保する． 利を一方的に奪うような
ず他館においても積極的に活用できる状態を 他館利用の許諾についても情報を確保す ものであると，その効力
維持するためには，博物館はどのような方策 る．しかし，これらを個別に文章化（契約書， は否定されることになる
を執るべきであろうか？ 合意書｝することは難しい．博物館が共同利 だろう．公平なルールを
用ルールを策定し，これを公表するととも 策定して，なお館の利用
に，上の諸情報をアナウンスとして判りやす が円滑に行くよう考えな
く公表して外部著作者等にも判るようにし ければならない．後日の
ておくことが求められる．この公表内容と 疑義に対するADR（裁判
同じ統．．一契約書蒔式を作っておいてこれを 外紛争解決手続｝等も検
利用することが最も確かな方法である． 討の余地がある．
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Augmented　Collaboration　between　Imaging　Tbchnology　and　the　Copyright
Act㊤r　Functional　Usage　of　Info㎜ation　Resources　in　Museums
MIYATA　Kimiyoshi　and　MATSUDA　Masayuki
　　　Museums　hold　a　wide　variety　of　cultural　properties，　historical　materials，　photographs，　literatures，
investigation　reports，　and　research　papers．　Those　are　not　only　infbrmation　but　also　infOrmation　resources
that　provide　new　infbrmation　from　investigation　and　researches．　Nowadays，　most　of　the　infbrmation
resources　are　converted　into　digital　fOrm．　In　usages　of　the　digital　infOrmation　resources，　skills　and　knowl－
edge　on　the　infbrmation　devices　and　related　technologies　are　getting　more　important．　Novel　methods
enable　us　sophisticated　utilization　of　the　infOrmation　resources　in　museums　are　developed　based　on　the
high　perfOrmance　and　low　cost　devices．　Howeveちconsideration　as　a　matter　of　law　is　required　in　the　usages
of　the　technologies　together　with　related　technologies．　In　this　papeちintegrated　considerations　between
related　technologies　and　regal　issues　are　examined　to　activate　the　usages　of　the　infOrmation　resources　in
museums．
　　　In　this　papeちthe　imaging　technology　and　the　Copyright　Act　are　fdcused　on　as　a　key　technology　and　law
to　use　the　infOrmation　resources．　The　relationships　between　them　are　discussed　to　improve　the　usages
of　the　infOrmation　resources　in　museums．　The　flow　of　the　infOrmation　usage　can　be　divided　into　three
elements　that　are　acquisition，　processing，　and　output，　and，　one　application　that　is　preservations　and　appli－
cations　as　a　combination　of　the　elements．　Concrete　issues　in　museum　activities　are　investigated，　and
discussions　fOr　further　applications　will　be　done　to　make　it　possible　to　improve　ability　fbr　using　the　infbr－
mat10n　reSOUrCeS　m　mUSeUmS．
Keywords：museum，　infOrmation　resource，　imaging　technolog又the　Copyright　Act，　collaboration
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　標本化：
画素への区画化 　量子化1数値の割り当て
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図4－2デジタル画像における標本化と量子化の模式図
